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平成 27 年６月 16 日 

各      位  

                                                       会 社 名      オ ー ナ ン バ 株 式 会 社 

                                                       代表者名      代表取締役社長 遠 藤 誠 治 

                                                         （コード番号 ５８１６ 東証第二部） 

                                                       問合せ先  取締役管理統括部長 武田 豊 

                                                 （TEL．０６－６９７６―６１０１） 

 

「内部統制システムの基本方針」の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、「会社法の一部を改正する法律」（平成 26 年６月 27 日法律第 90 号）及び「会社法施行規則等の

一部を改正する省令」（平成 27 年２月６日法務省令第６号）が、平成 27 年５月１日に施行されたことに伴

い、本日開催の取締役会において、｢内部統制システムの基本方針｣（業務の適正を確保するための体制）

を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

改定後の内容は、次のとおりであります。 

 

Ⅰ．基本的な考え方 

当社は、企業倫理の重要性を踏まえ、経営判断を迅速かつ機動的に実行するとともに、健全性と

透明性を高めるための体制を整え、当社グループ全体の事業拡大と企業競争力の強化を図ること

により持続的な成長を目指します。 

      

Ⅱ．体制整備の方針 

１．  当社及び当社グループ各社の取締役の職務が効率的に行われることを確保するための体制 

(１)当社は、「取締役会」を毎月１回開催し、重要事項の決定及び取締役の業務執行状況の監督を行い

ます。 

(２)当社は、環境変化にすばやく対応できる体制を確立するため、代表者を含む取締役、常勤監査役、

執行役員などから構成される「経営会議」を設置しております。 

(３)当社及び当社グループ各社の責任者は、経営目標の進捗状況について定期的に「経営会議」で報

告を行い、「経営会議」は、「経営会議規程」に基づき、当社グループ全体の重要課題を審議し、

必要な意思決定を行います。 

(４)「経営会議」は、当社グループ全体の採算管理の徹底、連結業績管理を行うため、「中期経営計画」

及び「予算管理」制度を設け、当社グループ全体の進捗状況を定期的に点検します。 

(５)取締役及び使用人（以下、「役職員」という。）の業務が効率的かつ適正に行われるように、「組織

及び職務分掌規程」、「職務権限規程」及び「稟議規程」を定め、業務を遂行いたします。 

     

２．  当社及び当社グループ各社の取締役及び使用人の職務の執行が法令、定款に適合することを確保

する体制 

(１)当社は、オーナンバグループ「経営理念」を実践するために、当社及び当社グループ各社の役職

員が法令遵守にとどまらず、倫理に基づく社会的良識をもって行動し、社会的責任を果たすよう、

オーナンバグループ「企業行動規範」を制定しております。 
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(２)当社は、コンプライアンス全体を統括するため、社長を委員長とし、取締役、執行役員などを委

員とした「コンプライアンス委員会」を設置し、オーナンバグループ「企業行動規範」に基づき、

当社及び当社グループ各社における法令遵守の推進及び教育を行います。また、監査室と密接に

連携し、監査室による監視＝監査を行います。 

(３)当社は、相談・通報窓口を設け、役職員がオーナンバグループ「企業行動規範」に違反する行為

またはその疑いがある行為を発見した場合に、通報できる窓口を設置しております。なお、役職

員が窓口に通報を行ったことを理由として、役職員に対して不利益な取扱いをしないこととして

おります。 

 

３．  財務報告の信頼性を確保するための体制 

当社及び当社グループ各社は、金融商品取引法の定めに基づき、「財務報告の信頼性を確保するた

めの内部統制基本方針及び計画」を定め、適正な財務報告が当社の株主、投資家、その他利害関

係者からの信頼性確保のために重要であるとの認識に立ち、財務報告の信頼性を確保するために

必要な体制を構築いたします。 

 

４．  監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

(１)当社は、監査役が監査役の職務を補助すべき専任または臨時の補助使用人を要請した場合には、

補助使用人を配置します。 

(２)当社は、専任または臨時の補助使用人を設置する場合は、補助使用人の業務に関する業務執行者

からの独立性の確保を図ります。また、監査役からの指示の実効性を確保するために、当該補助

使用人は当社の指揮命令は受けないものとします。 

(３)監査役は、内部監査結果等の報告の受理など、監査室との協力と連携のもとで、監査役の「法令

に定める職務」を遂行いたします。 

     

５．  当社及び当社グループ各社の取締役及び各責任者が監査役に報告するための体制 

(１)当社グループ全体に影響を及ぼす重要な決定事項（重要な会計方針・基準の変更、業績の見通し、

重要な投資案件の決定、重大なリスクの発生など）について、「監査役会」に報告いたします。 

(２)当社グループ全体に著しい損害を及ぼす恐れがある事実を発見したとき、その内容について、「監

査役会」に報告いたします。 

(３)常勤監査役は、「取締役会」のほか、重要な会議に出席するとともに稟議書、その他業務執行に関

する重要文書を閲覧し、必要に応じて役職員に説明を求めます。 

(４)当社は、５．(１)から(３)の報告・説明をした役職員に対し、当該報告・説明をしたことを理由

として、不利益な取扱いをしないこととしております。 

(５)監査役は、職務の執行にあたり、必要に応じて弁護士、公認会計士その他社外の専門家を利用す

ることができます。 

(６)当社は、監査役が職務の執行について生ずる費用の前払い等を請求したときは、当該監査役の職

務執行に必要でないと認められた場合を除き、当該費用または債務を処理いたします。 

       

６．  当社及び当社グループ各社の業務の適正を確保するための体制 

(１)当社は、「関係会社管理規程」を定め、当社グループ各社よりの報告事項などを定めるとともに、

当社グループ各社毎に所管する総括責任者を定め、経営状況の把握、経営指導を行います。 
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(２)監査室は、年度監査計画に基づき、各部門及び当社グループ各社に定期的に監査を行い、法令遵

守の状況、リスク管理状況及び業務の効率性について、監査結果を代表取締役に報告するととも

に、各部門及び当社グループ各社に勧告し、改善を求めます。また、監査役会にも報告し、情報

の共有化を進め連携を行います。 

 

７．  当社及び当社グループ各社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

(１)当社及び当社グループ各社の経営に重大な影響を与える恐れがある緊急事態が発生したときの通

報体制など適切な管理体制の構築について「経営危機管理規程」に基づいた運用を行います。 

(２)当社及び当社グループ各社における防災対策、生産設備の安全対策など安全に関し、各拠点で自

主的な総点検を定期的に実施いたします。 

(３)当社及び当社グループ各社における業務に係るリスクについては、監査室による監査を行い、リ

スク内容とそれがもたらす損失の程度などにつき、代表取締役、監査役に報告するとともに、各

部門及び当社グループ各社に通知、改善させる仕組みといたします。 

 

８．  取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

重要文書の取扱は、「文書管理規程」に基づいて保存期限を個別に定め、保存いたします。 

 

９．  反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び整備状況 

当社及び当社グループ各社は、オーナンバグループ「企業行動規範」に基づき、反社会的勢力、

団体に対し毅然とした態度で臨むことは企業の倫理的使命であり、企業活動の健全な発展のため

に不可欠であると認識し行動いたします。 

反社会的な勢力からの接触に対して毅然たる態度で断固排除すること、反社会的勢力につけ入る

隙を与えないよう、「金は出さない」、「利用しない」、「恐れない」の基本原則を役職員に徹底いた

します。 

 

以      上 


